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本社：〒108-8011 東京都港区港南二丁目16番6号

ユニバーサルデザイン（UD）の
考えに基づいた見やすいデザイ
ンの文字を採用しています。

Financial Highlights
業績ハイライト

当期より報告セグメントの区分を変更しており、以下の文章における増減に関する記載は、変更後の区分に組
み替えた前中間期との比較に基づいています。各セグメントの売上高を合計した数字は、セグメント別売上高
における「その他」の金額が含まれないため、円グラフ中央の売上高と異なります。なお、構成比率は、各セグ
メント別売上高の単純合計額を基に算出しています。
※「その他」は、コールセンターおよびBPOサービス事業ならびにセグメント間取引消去で構成されています。

（表示単位未満四捨五入）

売上高   161億円

営業利益   15億円

概 況 　産業機器事業は増加した
ものの、プロダクションプリンティ
ング事業およびヘルスケア事業の
減少により、減収となりました。

売上高   1,162億円

営業利益   73億円

概 況 　オフィスMFPおよび保守
サービスならびにレーザープリン
ターおよびカートリッジは前年同
期の減少が大きかった反動により
増加し、ITソリューションはセキュリ
ティ等が増加したため、増収となり
ました。

売上高   612億円

営業利益   67億円

概 況 　高単価なミラーレスカメラ
や交換レンズおよびインクジェット
プリンターの高付加価値モデルが
順調に伸び、在宅勤務需要の増加
に伴いPC周辺機器等のITプロダク
トが好調に推移したため、増収とな
りました。

売上高   919億円

営業利益   62億円

概 況 　オフィスMFPは前年同期
の減少が大きかった反動により増加
しました。ITソリューションは金融業
向けのSI案件等が順調に推移し、増
加しました。一方、大手企業のテレ
ワーク拡大によるプリントボリュー
ム減少によりオフィスMFPの保守
サービスが減少したこと等により、
減収となりました。

プロフェッショナル

エリア

コンスーマ

エンタープライズエンタープライズ

売上高   △103億円

営業利益   △12億円

　その他※

IRメールマガジンのご案内
IR情報をはじめ各種IRイベントや無料セミナー等の様々な情報をお送りしています。

「投資家向け情報」のトップページよりご登録ください。
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売上高 営業利益

（単位：億円、単位未満四捨五入）

Top Message
トップメッセージ

強みを生かした高付加価値な
ソリューションを提供することで、
お客さまとともに発展し、
サステナブルな社会の実現に
貢献する企業グループを目指します。

　株主の皆さまには、日頃より温かいご支援を賜り、誠にあ
りがとうございます。
　本年3月に代表取締役社長に就任いたしました足立正親
です。はじめに、この度の新型コロナウイルス感染症により
亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、
罹患された方々、ご家族、関係者の皆さまに心よりお見舞い
申し上げます。また、医療関係者をはじめ、感染拡大防止に
日々ご尽力されている方々に深く感謝申し上げます。
　これまで当社は利益をしっかりと生み出す筋肉質な体制
を構築してまいりました。私もこの流れを継承しつつ、当社
グループらしい強みのある領域を今まで以上に明確に作っ
ていくことが当面の課題であると思っております。私たちの
強みを活かして多くの皆さまのお役に立っていくという決意
を込めて、本年４月にグループの５カ年計画である「 2021-
2025長期経営構想」を発表いたしました。
　今回の長期経営構想では、キヤノングループの企業理念
である「共生」の下、事業を通じて社会課題を解決し、持続的
な企業価値の向上を図る「サステナビリティ経営」の推進と、
2025年に目指す姿として「社会・お客さまの課題をICTと
人の力で解決するプロフェッショナルな企業グループ」とい
うビジョンを掲げました。
　新たなビジョンに基づき、ITソリューション事業の拡大お

よびキヤノン製品事業の収益力維持・強化により創出した
利益を、M&Aを含めた事業強化への投資や、価値の源泉で
ある人材への投資等へ再投資を行うことで好循環を作り出
し、持続的な企業価値向上を図ってまいります。
　私たちは共生の理念を大切にし、事業を通じて課題解決
に貢献することで、社会・お客さまにとって、なくてはならな
い存在になることを目指していきたいと考えております。
　当中間期における当社グループの業績は、レンズ交換式
デジタルカメラおよび主要なビジネス機器の市場改善によ
る販売拡大や、ITソリューション事業が金融業を中心に堅調
に推移していること等により、増収となりました。また、営業利
益につきましては、高付加価値な製品・サービスの売上が拡
大し、売上総利益が増加したこと等により、増益となりました。
　下期も新型コロナウイルス感染症の影響等で、不透明な
ビジネス環境ではありますが、ITソリューション事業の拡大
と、キヤノン製品事業の収益力維持・強化を引き続き進めて
まいります。
　なお、中間配当金につきましては、1株につき 30円（前中
間期比10円増額）とし、年間配当金は1株につき60円（前
期と同額）を予定しております。
　株主の皆さまには、一層のご支援とご鞭撻を賜りますよ
う、お願い申し上げます。

キヤノンマーケティングジャパン株式会社
代表取締役社長

足立 正親

　2025年時点の経営指標は右記のとおりです。
　2025年には、2020年実績連結売上のうち、
37%を占めるITソリューション事業の売上を更に
成長させて連結売上のうち、46%を占めるまで
成長させてまいります。

　キヤノン製品事業と、ITソリューション事業を組み合わせ
ることで社会課題を解決できる領域を広げ、安心安全な社
会の実現、中小企業の生産性向上による地域活性化など「事
業を通じた社会課題解決」に貢献してまいります。そして、「事
業を通じた社会課題解決」により、キヤノンMJグループの持
続的な企業価値の向上に取り組んでまいります。

　ITソリューション事業を成長の中核と位置付け、豊富な
顧客基盤を活かした営業体制の強化を進めてまいります。
キヤノン製品事業においては付加価値を向上させ、更なる
高収益化を実現してまいります。

　高収益化することで生み出した利益を、更なる成長のた
めに投資を行うことで循環のサイクルを回します。具体的に
はM&Aを含めた戦略的な事業投資、価値の源泉である人
材への投資、システムへの投資等を行ってまいります。

2021-2025 長期経営構想 経営指標

営業利益 500億円
売上 6,500億円
うち、ITソリューション事業売上 3,000億円
ROE 8.0%

社会・お客さまの課題をICTと人の力で解決するプロフェッショナルな企業グループ

2025年ビジョンを実現するための３つの基本戦略

経営資本強化による、好循環の創出

2021-2025長期経営構想スタート！

Long-Term Management Objective (2021-2025)
2021-2025長期経営構想

2025年ビジョン

「選択と集中」の継続的実行
収益性収益性

▶ ITソリューション事業を成長の中核
とし、サービス型事業モデルを拡充
していく

▶ ドキュメントソリューションも
ITSの一つであり、ITSの成長が
キヤノン製品事業の成長にも繋がる

▶ ITS事業と連動するデバイスとして
の戦略を強化する

▶ 徹底した効率化により利益を
創出する

▶ 産業機器事業拡大を推進する
▶ 柱となる新たな事業の創出に向け
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映像文化による豊かな暮らし映像文化による豊かな暮らし

ホワイト物流ホワイト物流

フードロスフードロス

働き方改革働き方改革

生産性向上生産性向上
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社会
安心・安全な
社会

事業を通じた社会課題解決による、持続的な企業価値の向上

高収益企業グループの実現
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事業を通じた社会課題解決による、
持続的な企業価値の向上1 高収益企業グループの実現2

足立社長による
長期経営構想・
中期経営計画の
説明動画が
ご覧いただけます。

※ITSとは、ITソリューションの略です。

サステナビリティ
経営の推進
事業を通じた

社会課題解決による、
持続的な企業価値の向上

世界の繁栄と
人類の幸福のために
貢献すること、

そのために企業の成長と
発展を果たすこと

※2021年の予想値は7月27日の中間決算発表時点のものです。
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Long-Term Management Objective (2021-2025)
2021-2025長期経営構想

2025年ビジョン

「選択と集中」の継続的実行
収益性収益性

▶ ITソリューション事業を成長の中核
とし、サービス型事業モデルを拡充
していく

▶ ドキュメントソリューションも
ITSの一つであり、ITSの成長が
キヤノン製品事業の成長にも繋がる

▶ ITS事業と連動するデバイスとして
の戦略を強化する

▶ 徹底した効率化により利益を
創出する

▶ 産業機器事業拡大を推進する
▶ 柱となる新たな事業の創出に向け

領域の探索を行う
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フードロスフードロス
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生産性向上生産性向上

安心・安全な
社会
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事業を通じた社会課題解決による、持続的な企業価値の向上

高収益企業グループの実現
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事業投資
（M&A含む）3

事業を通じた社会課題解決による、
持続的な企業価値の向上1 高収益企業グループの実現2

足立社長による
長期経営構想・
中期経営計画の
説明動画が
ご覧いただけます。

※ITSとは、ITソリューションの略です。

サステナビリティ
経営の推進
事業を通じた

社会課題解決による、
持続的な企業価値の向上

世界の繁栄と
人類の幸福のために
貢献すること、

そのために企業の成長と
発展を果たすこと

※2021年の予想値は7月27日の中間決算発表時点のものです。
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証券コード：8060

表紙写真 代表取締役社長
 足立正親

Canon MJ通信
～第54期中間報告書～ 

2021年1月1日 ▶  2021年6月30日

本社：〒108-8011 東京都港区港南二丁目16番6号

ユニバーサルデザイン（UD）の
考えに基づいた見やすいデザイ
ンの文字を採用しています。

Financial Highlights
業績ハイライト

当期より報告セグメントの区分を変更しており、以下の文章における増減に関する記載は、変更後の区分に組
み替えた前中間期との比較に基づいています。各セグメントの売上高を合計した数字は、セグメント別売上高
における「その他」の金額が含まれないため、円グラフ中央の売上高と異なります。なお、構成比率は、各セグ
メント別売上高の単純合計額を基に算出しています。
※「その他」は、コールセンターおよびBPOサービス事業ならびにセグメント間取引消去で構成されています。

（表示単位未満四捨五入）

売上高   161億円

営業利益   15億円

概 況 　産業機器事業は増加した
ものの、プロダクションプリンティ
ング事業およびヘルスケア事業の
減少により、減収となりました。

売上高   1,162億円

営業利益   73億円

概 況 　オフィスMFPおよび保守
サービスならびにレーザープリン
ターおよびカートリッジは前年同
期の減少が大きかった反動により
増加し、ITソリューションはセキュリ
ティ等が増加したため、増収となり
ました。

売上高   612億円

営業利益   67億円

概 況 　高単価なミラーレスカメラ
や交換レンズおよびインクジェット
プリンターの高付加価値モデルが
順調に伸び、在宅勤務需要の増加
に伴いPC周辺機器等のITプロダク
トが好調に推移したため、増収とな
りました。

売上高   919億円

営業利益   62億円

概 況 　オフィスMFPは前年同期
の減少が大きかった反動により増加
しました。ITソリューションは金融業
向けのSI案件等が順調に推移し、増
加しました。一方、大手企業のテレ
ワーク拡大によるプリントボリュー
ム減少によりオフィスMFPの保守
サービスが減少したこと等により、
減収となりました。

プロフェッショナル

エリア

コンスーマ

エンタープライズエンタープライズ

売上高   △103億円

営業利益   △12億円

　その他※

IRメールマガジンのご案内
IR情報をはじめ各種IRイベントや無料セミナー等の様々な情報をお送りしています。

「投資家向け情報」のトップページよりご登録ください。

売上高

2,751億円

21％6％

32％

41％

売上高・営業利益推移

5,670
（予想）

2,751

2021

6,211
5,451

3,029 2,626

20202019

■中間　■期末　 期末予想

350
（予想）

206

2021

324 313

134 131

20202019

■中間　■期末　 期末予想

売上高 営業利益

（単位：億円、単位未満四捨五入）

Top Message
トップメッセージ

強みを生かした高付加価値な
ソリューションを提供することで、
お客さまとともに発展し、
サステナブルな社会の実現に
貢献する企業グループを目指します。

　株主の皆さまには、日頃より温かいご支援を賜り、誠にあ
りがとうございます。
　本年3月に代表取締役社長に就任いたしました足立正親
です。はじめに、この度の新型コロナウイルス感染症により
亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、
罹患された方々、ご家族、関係者の皆さまに心よりお見舞い
申し上げます。また、医療関係者をはじめ、感染拡大防止に
日々ご尽力されている方々に深く感謝申し上げます。
　これまで当社は利益をしっかりと生み出す筋肉質な体制
を構築してまいりました。私もこの流れを継承しつつ、当社
グループらしい強みのある領域を今まで以上に明確に作っ
ていくことが当面の課題であると思っております。私たちの
強みを活かして多くの皆さまのお役に立っていくという決意
を込めて、本年４月にグループの５カ年計画である「 2021-
2025長期経営構想」を発表いたしました。
　今回の長期経営構想では、キヤノングループの企業理念
である「共生」の下、事業を通じて社会課題を解決し、持続的
な企業価値の向上を図る「サステナビリティ経営」の推進と、
2025年に目指す姿として「社会・お客さまの課題をICTと
人の力で解決するプロフェッショナルな企業グループ」とい
うビジョンを掲げました。
　新たなビジョンに基づき、ITソリューション事業の拡大お

よびキヤノン製品事業の収益力維持・強化により創出した
利益を、M&Aを含めた事業強化への投資や、価値の源泉で
ある人材への投資等へ再投資を行うことで好循環を作り出
し、持続的な企業価値向上を図ってまいります。
　私たちは共生の理念を大切にし、事業を通じて課題解決
に貢献することで、社会・お客さまにとって、なくてはならな
い存在になることを目指していきたいと考えております。
　当中間期における当社グループの業績は、レンズ交換式
デジタルカメラおよび主要なビジネス機器の市場改善によ
る販売拡大や、ITソリューション事業が金融業を中心に堅調
に推移していること等により、増収となりました。また、営業利
益につきましては、高付加価値な製品・サービスの売上が拡
大し、売上総利益が増加したこと等により、増益となりました。
　下期も新型コロナウイルス感染症の影響等で、不透明な
ビジネス環境ではありますが、ITソリューション事業の拡大
と、キヤノン製品事業の収益力維持・強化を引き続き進めて
まいります。
　なお、中間配当金につきましては、1株につき 30円（前中
間期比10円増額）とし、年間配当金は1株につき60円（前
期と同額）を予定しております。
　株主の皆さまには、一層のご支援とご鞭撻を賜りますよ
う、お願い申し上げます。

キヤノンマーケティングジャパン株式会社
代表取締役社長

足立 正親

　2025年時点の経営指標は右記のとおりです。
　2025年には、2020年実績連結売上のうち、
37%を占めるITソリューション事業の売上を更に
成長させて連結売上のうち、46%を占めるまで
成長させてまいります。

　キヤノン製品事業と、ITソリューション事業を組み合わせ
ることで社会課題を解決できる領域を広げ、安心安全な社
会の実現、中小企業の生産性向上による地域活性化など「事
業を通じた社会課題解決」に貢献してまいります。そして、「事
業を通じた社会課題解決」により、キヤノンMJグループの持
続的な企業価値の向上に取り組んでまいります。

　ITソリューション事業を成長の中核と位置付け、豊富な
顧客基盤を活かした営業体制の強化を進めてまいります。
キヤノン製品事業においては付加価値を向上させ、更なる
高収益化を実現してまいります。

　高収益化することで生み出した利益を、更なる成長のた
めに投資を行うことで循環のサイクルを回します。具体的に
はM&Aを含めた戦略的な事業投資、価値の源泉である人
材への投資、システムへの投資等を行ってまいります。

2021-2025 長期経営構想 経営指標

営業利益 500億円
売上 6,500億円
うち、ITソリューション事業売上 3,000億円
ROE 8.0%

社会・お客さまの課題をICTと人の力で解決するプロフェッショナルな企業グループ

2025年ビジョンを実現するための３つの基本戦略

経営資本強化による、好循環の創出

2021-2025長期経営構想スタート！

Long-Term Management Objective (2021-2025)
2021-2025長期経営構想

2025年ビジョン

「選択と集中」の継続的実行
収益性収益性

▶ ITソリューション事業を成長の中核
とし、サービス型事業モデルを拡充
していく

▶ ドキュメントソリューションも
ITSの一つであり、ITSの成長が
キヤノン製品事業の成長にも繋がる

▶ ITS事業と連動するデバイスとして
の戦略を強化する

▶ 徹底した効率化により利益を
創出する

▶ 産業機器事業拡大を推進する
▶ 柱となる新たな事業の創出に向け

領域の探索を行う

成
長
性

成
長
性

Ｉ
Ｔ
Ｓ
事
業

※

キ
ヤ
ノ
ン

製
品
事
業

専
門
領
域・

新
た
な
事
業

専門領域・
新たな事業

キヤノン
製品事業

ITS
事業

各事業の組み合わせ

ITソリューション事業

キヤノン製品事業
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ホワイト物流ホワイト物流

フードロスフードロス

働き方改革働き方改革

生産性向上生産性向上

安心・安全な
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安心・安全な
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事業を通じた社会課題解決による、持続的な企業価値の向上

高収益企業グループの実現
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事業

技術力ブランド
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（育成）
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（育成）

事業投資
（M&A含む）

事業投資
（M&A含む）3

事業を通じた社会課題解決による、
持続的な企業価値の向上1 高収益企業グループの実現2

足立社長による
長期経営構想・
中期経営計画の
説明動画が
ご覧いただけます。

※ITSとは、ITソリューションの略です。

サステナビリティ
経営の推進
事業を通じた

社会課題解決による、
持続的な企業価値の向上

世界の繁栄と
人類の幸福のために
貢献すること、

そのために企業の成長と
発展を果たすこと

※2021年の予想値は7月27日の中間決算発表時点のものです。
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　国内において依然として新型コロナウイルス感染症に対する感染拡大防止対策が
求められています。特に、多くの人が集まる施設や店舗においては、これまで以上に密
集を避ける取り組みの強化が急務となっています。今後は施設運営者による密集回避
の対策はもちろんのこと、施設利用者に自発的な行動を促すことも重要となっています。

社会課題社会課題

キヤノンマーケティングジャパングループが提供するソリューション  
　当社グループは、帳票処理業務のプロセスを変革することで保険関連手続きのスピード
アップを実現する「イメージ処理プラットフォーム」を構築し、クラウド型AI OCR基盤

「CaptureBrain」を連携させたデジタルワークフローシステムをお客さまに導入しました。
「CaptureBrain」との連携による読み取り精度の向上や自動化、AIによるリアルタイム学習

により、新契約・支払業務の手続き時間が削減され、年間25％のコストの削減を実現しました。

キヤノンマーケティングジャパングループが
提供するソリューション  
　このような課題に対して、当社は、カメラで撮影した高精
細画像、キヤノン独自の画像処理技術、AIを活用した変状
検知を用いることで、インフラ構造物の点検作業の効率
化を実現しました。

キヤノンマーケティングジャパングループが提供するソリューション  
　キヤノン独自のクラウド映像解析技術とネットワークカメラを活用し、公共施設や店舗な
どの混雑状況を可視化するとともに、メール通知することで密集回避を支援する“AI密集
アラート”の提供を開始。対象エリアの混雑状況を、施設運営者へリアルタイムにメールで通知し、施設利用者を誘導するなど迅速な密集回避策を実現しました。
　さらにタブレットからサイネージ表示することで、施設利用者に対して混雑時間を避けた来場を促し、密集回避を促進します。

Our Solution
社会・お客さまの課題に対する取り組み

キヤノンマーケティング ジャパングループは、
「社会・お客さまの課題をICTと人の力で解決するプロフェッ ショナルな企業グループ」として社会に貢献していきます。

私たちは、ますます高度化・多様化するITニーズにも 対応した、高付加価値ビジネスの提供を通じて、
さまざまな社会・お客さまの課題を解決し、 お客さまとともに成長してまいります。

社会・お客さまの課題の
解決に貢献する事例は
こちらでご紹介しています！

AI／OCR／手書き

クラウド型AI OCR基盤
「CaptureBrain」

イメージ処理プラットフォーム

新規申込 変更依頼

画像補正 帳票分類 文字抽出 OCR
歪み補正

ノイズ除去

文字強調

帳
票
認
識

定型

非定型

活字
OCR

非定型
OCR二値化処理

申込書 確認書類 請求書 確認書類

キヤノン入出力機器

社会 課題

社会
インフラ

感染症
対策

情報
セキュリティ

働き方
改革

環境問題

働き方や業務プロセスの変革を実現するDX※を支援！ イメージング技術とITの活用により、近接目視点検の効率化が可能に！

キヤノン独自のクラウド映像解析技術とネットワークカメラを活用し、公共施設や店舗の密集回避を支援！

キヤノン/AXIS 
ネットワークカメラ

VisualStage
Type-S

利用者

サイネージ表示サイネージ表示

AI密集
アラート

管理者

空いています やや混雑しています 混雑しています

映 像

静止画

メール通知

映像録画／画像解析

混雑状況の確認

撮影した画像から点検対象物の
ひび割れなどの劣化を検出

※DXとは、デジタルトランスフォーメーションの略です。

※入出力機器とCaptureBrainの直接連携は出来ません。

キヤノン製カメラを用いて点検対象物を撮影

　保険業界ではデジタル化が進む一方、依然として契約業務・保全業務で多くの紙帳
票が残っており、業務フロー全体の自動化や効率化が難しいことが課題となっています。
加えて、近年の社会情勢の急激な変化に対し、非対面での営業支援システムの構築や
バックオフィス業務のプロセス改善への迅速で柔軟な対応が求められています。

　橋梁やトンネルなど、現在の社会インフラ構造物は、
高度経済成長期に建設されたものが多く、今後急速
に老朽化することが予想されています。社会インフラ
構造物の点検作業は、直接対象物の近くで目視で点
検するのが基本で、時間と労力がかかる作業でした。

社会課題社会課題 社会課題社会課題

ひび割れ幅
■0.05mm未満
■0.05-0.1mm
■0.1-0.2mm
■0.2-0.5mm

　ITソリューション事業を中核とした事業ポートフォリ
オの転換を通じて、2021-2023中期経営計画の目
標は右図のとおりとしております。

　長期経営構想でも掲げたとおり、ITソリューション事業を
成長の中核と位置付け、その中でもサービス型事業モデル
を更に強化してまいります。また、これまで強みとしてきたド
キュメントソリューションもITソリューションの一環と位置付
け、お客さまの課題解決の領域を広げてまいります。

　顧客層ごとにニーズは異なるため、それぞれのニーズに
適したビジネスを展開してまいります。そして、これら創出し
たサービス型事業モデルを物販やスポットの案件で終わら
せることなく、お客さまに継続してサービスを提供できるよう、
サービス型事業モデルを構築することで、持続的な収益の
拡大に取り組みます。

　ITソリューション事業の中でも収益性の高い「保守・運用
サービス/アウトソーシング」領域を強化し、収益性の高いIT
ソリューション事業を確立します。これにより、2025年の目
標売上6,500億円のうち、ITソリューション事業による売上
が3,000億円を占めるよう目指してまいります。

中期経営計画は、長期経営構想における基本戦略に基づき、2025年ビジョンおよび経営指標の実現に向けた
実行計画として推進いたします。ここでは、中期経営計画の柱であるITソリューション事業の戦略についてご紹介いたします。

2021-2023中期経営計画　目標

2021-2023中期経営計画のご紹介
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ベースとした、共創による社会課題解決

顧客を深く知ることによるDXビジネス推進
▶ 強みのある領域・業種・技術に焦点を当てた

Edgeソリューション

顧客とつながり続けることによるフルサポート
▶ 全国に広がるサービス拠点およびパートナー連携
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ITソリューション事業 売上目標（商品・ソリューション別）

ITソリューション事業 売上目標（セグメント別）
ITソリューション事業

売上構成比率44%に！
（2023年）

作成中実績 中期経営計画
2020年 2021年（予想） 2023年（計画）

売上高 5,451億円 5,670億円 6,000億円
営業利益 313億円 340億円 400億円

営業利益率 5.7％ 6.0％ 6.7％
親会社株主に帰属する当期純利益 220億円 235億円 265億円

ROE 6.6％ 6.7％ 6.9％

今までにない写真や映像の楽しみ方のご提供にも注力し、
フォトイメージング分野のリーディングカンパニーとして
お客さまの毎日が一層豊かで楽しいものとなるように取り組んでいます。

PICK UP

2020.12
スポーツ観戦やバードウォッチング、旅行、子どものスポーツ応
援など、さまざまな場面で「観る」ことを楽しみながら、好きな瞬
間を「撮る」ことを可能にする新コンセプトの望遠鏡型カメラ

「PowerShot ZOOM」を発売しました。

2021.5
フルサイズミラーレスカメラ「EOS R5」と「EOS Rシステム」の交換レン
ズ「RF800mm F11 IS STM／RF600mm F11 IS STM」（ともに
2020年7月発売）が、カメラグランプリにおいて、それぞれ「カメラグラ
ンプリ2021あなたが選ぶベストカメラ賞」、「カメラグランプリ2021カメ
ラ記者クラブ賞」を受賞しました。多くのお客さまから支持を得ています。

2021.3
コンテンツの企画制作や空間プロデュース等を行う事業を自治体向けにスター
ト。キヤノンの技術力とクリエイターの表現力を掛け合わせることによって新し
い体験価値を作り出す新しいビジネスです。世界遺産に登録された仁徳天皇
陵等の魅力を発信するために、今年3月にオープンした「百舌鳥古墳群ビジター
センター」では体感型映像空間をプロデュース。大きすぎて地上からは見えな
い前方後円墳の特徴的な姿を地上２千メートルから見るような体験や、古墳時

代以降の堺の歴史や文化を一本の時間軸でつなげ、時間旅
行するかのような体験を約10分間に凝縮しています。

2021.4
東京・大阪のショールームが、フォトハウスとしてリニューアルしました。専門
スタッフが常駐し、お客さまとキヤノンが写真を通じて直接対話する、共創型
の新たなコミュニケーション拠点です。最新のカメラやレンズの展示のみな
らず、お客さまの表現したいイメージの具現化を、高いホスピタリティでサ
ポートします。また、数千冊の蔵書から厳選した写真集の閲覧コーナーも用
意し、どなたでも気軽に立ち寄れる開かれた空間を目指しています。
※ 新型コロナウイルス感染対策のため休業をしている場合がございます。 

ご来店の際には営業状況のご確認をお願いいたします。

2021.1
シャッターチャンスを自動で判断して撮影してくれる新コンセプ
トカメラ「PowerShot PICK」を開発。クラウドファンディングに
よるテストマーケティングを実施し、商品化を待ち望む声が多数
寄せられました。

2020.11
プロからハイアマチュアまで幅広いフォトグラファーが
撮影した写真を、作品として高画質・高品位に、かつ高
い生産性で印刷したいというニーズに応えた新製品とし
て、10色顔料インク搭載モデル“PRO-G1”と、8色染料
インク搭載モデル“PRO-S1”の2機種を発売しました。

「観る」と「撮る」を
両方楽しめる！

国内で権威のある
カメラ・レンズ関連の

賞を受賞

プロ・ハイアマチュアの
高品位な作品づくりを

強力にサポート

シャッターチャンスを
自動で判断！

共創型
フォトハウス

オープン

体感型映像空間を
プロデュース！

※2021年の予想値は4月23日の中期経営計画発表時点のものです。
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　国内において依然として新型コロナウイルス感染症に対する感染拡大防止対策が
求められています。特に、多くの人が集まる施設や店舗においては、これまで以上に密
集を避ける取り組みの強化が急務となっています。今後は施設運営者による密集回避
の対策はもちろんのこと、施設利用者に自発的な行動を促すことも重要となっています。

社会課題社会課題

キヤノンマーケティングジャパングループが提供するソリューション  
　当社グループは、帳票処理業務のプロセスを変革することで保険関連手続きのスピード
アップを実現する「イメージ処理プラットフォーム」を構築し、クラウド型AI OCR基盤

「CaptureBrain」を連携させたデジタルワークフローシステムをお客さまに導入しました。
「CaptureBrain」との連携による読み取り精度の向上や自動化、AIによるリアルタイム学習

により、新契約・支払業務の手続き時間が削減され、年間25％のコストの削減を実現しました。

キヤノンマーケティングジャパングループが
提供するソリューション  
　このような課題に対して、当社は、カメラで撮影した高精
細画像、キヤノン独自の画像処理技術、AIを活用した変状
検知を用いることで、インフラ構造物の点検作業の効率
化を実現しました。

キヤノンマーケティングジャパングループが提供するソリューション  
　キヤノン独自のクラウド映像解析技術とネットワークカメラを活用し、公共施設や店舗な
どの混雑状況を可視化するとともに、メール通知することで密集回避を支援する“AI密集
アラート”の提供を開始。対象エリアの混雑状況を、施設運営者へリアルタイムにメールで通知し、施設利用者を誘導するなど迅速な密集回避策を実現しました。
　さらにタブレットからサイネージ表示することで、施設利用者に対して混雑時間を避けた来場を促し、密集回避を促進します。

Our Solution
社会・お客さまの課題に対する取り組み

キヤノンマーケティング ジャパングループは、
「社会・お客さまの課題をICTと人の力で解決するプロフェッ ショナルな企業グループ」として社会に貢献していきます。

私たちは、ますます高度化・多様化するITニーズにも 対応した、高付加価値ビジネスの提供を通じて、
さまざまな社会・お客さまの課題を解決し、 お客さまとともに成長してまいります。

社会・お客さまの課題の
解決に貢献する事例は
こちらでご紹介しています！

AI／OCR／手書き

クラウド型AI OCR基盤
「CaptureBrain」

イメージ処理プラットフォーム

新規申込 変更依頼

画像補正 帳票分類 文字抽出 OCR
歪み補正

ノイズ除去

文字強調

帳
票
認
識

定型

非定型

活字
OCR

非定型
OCR二値化処理

申込書 確認書類 請求書 確認書類

キヤノン入出力機器

社会 課題

社会
インフラ

感染症
対策

情報
セキュリティ

働き方
改革

環境問題

働き方や業務プロセスの変革を実現するDX※を支援！ イメージング技術とITの活用により、近接目視点検の効率化が可能に！

キヤノン独自のクラウド映像解析技術とネットワークカメラを活用し、公共施設や店舗の密集回避を支援！

キヤノン/AXIS 
ネットワークカメラ

VisualStage
Type-S

利用者

サイネージ表示サイネージ表示

AI密集
アラート

管理者

空いています やや混雑しています 混雑しています

映 像

静止画

メール通知

映像録画／画像解析

混雑状況の確認

撮影した画像から点検対象物の
ひび割れなどの劣化を検出

※DXとは、デジタルトランスフォーメーションの略です。

※入出力機器とCaptureBrainの直接連携は出来ません。

キヤノン製カメラを用いて点検対象物を撮影

　保険業界ではデジタル化が進む一方、依然として契約業務・保全業務で多くの紙帳
票が残っており、業務フロー全体の自動化や効率化が難しいことが課題となっています。
加えて、近年の社会情勢の急激な変化に対し、非対面での営業支援システムの構築や
バックオフィス業務のプロセス改善への迅速で柔軟な対応が求められています。

　橋梁やトンネルなど、現在の社会インフラ構造物は、
高度経済成長期に建設されたものが多く、今後急速
に老朽化することが予想されています。社会インフラ
構造物の点検作業は、直接対象物の近くで目視で点
検するのが基本で、時間と労力がかかる作業でした。

社会課題社会課題 社会課題社会課題
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ソリューション事業を確立します。これにより、2025年の目
標売上6,500億円のうち、ITソリューション事業による売上
が3,000億円を占めるよう目指してまいります。

中期経営計画は、長期経営構想における基本戦略に基づき、2025年ビジョンおよび経営指標の実現に向けた
実行計画として推進いたします。ここでは、中期経営計画の柱であるITソリューション事業の戦略についてご紹介いたします。
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作成中実績 中期経営計画
2020年 2021年（予想） 2023年（計画）

売上高 5,451億円 5,670億円 6,000億円
営業利益 313億円 340億円 400億円

営業利益率 5.7％ 6.0％ 6.7％
親会社株主に帰属する当期純利益 220億円 235億円 265億円

ROE 6.6％ 6.7％ 6.9％

今までにない写真や映像の楽しみ方のご提供にも注力し、
フォトイメージング分野のリーディングカンパニーとして
お客さまの毎日が一層豊かで楽しいものとなるように取り組んでいます。

PICK UP
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スポーツ観戦やバードウォッチング、旅行、子どものスポーツ応
援など、さまざまな場面で「観る」ことを楽しみながら、好きな瞬
間を「撮る」ことを可能にする新コンセプトの望遠鏡型カメラ

「PowerShot ZOOM」を発売しました。
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フルサイズミラーレスカメラ「EOS R5」と「EOS Rシステム」の交換レン
ズ「RF800mm F11 IS STM／RF600mm F11 IS STM」（ともに
2020年7月発売）が、カメラグランプリにおいて、それぞれ「カメラグラ
ンプリ2021あなたが選ぶベストカメラ賞」、「カメラグランプリ2021カメ
ラ記者クラブ賞」を受賞しました。多くのお客さまから支持を得ています。

2021.3
コンテンツの企画制作や空間プロデュース等を行う事業を自治体向けにスター
ト。キヤノンの技術力とクリエイターの表現力を掛け合わせることによって新し
い体験価値を作り出す新しいビジネスです。世界遺産に登録された仁徳天皇
陵等の魅力を発信するために、今年3月にオープンした「百舌鳥古墳群ビジター
センター」では体感型映像空間をプロデュース。大きすぎて地上からは見えな
い前方後円墳の特徴的な姿を地上２千メートルから見るような体験や、古墳時

代以降の堺の歴史や文化を一本の時間軸でつなげ、時間旅
行するかのような体験を約10分間に凝縮しています。

2021.4
東京・大阪のショールームが、フォトハウスとしてリニューアルしました。専門
スタッフが常駐し、お客さまとキヤノンが写真を通じて直接対話する、共創型
の新たなコミュニケーション拠点です。最新のカメラやレンズの展示のみな
らず、お客さまの表現したいイメージの具現化を、高いホスピタリティでサ
ポートします。また、数千冊の蔵書から厳選した写真集の閲覧コーナーも用
意し、どなたでも気軽に立ち寄れる開かれた空間を目指しています。
※ 新型コロナウイルス感染対策のため休業をしている場合がございます。 

ご来店の際には営業状況のご確認をお願いいたします。

2021.1
シャッターチャンスを自動で判断して撮影してくれる新コンセプ
トカメラ「PowerShot PICK」を開発。クラウドファンディングに
よるテストマーケティングを実施し、商品化を待ち望む声が多数
寄せられました。

2020.11
プロからハイアマチュアまで幅広いフォトグラファーが
撮影した写真を、作品として高画質・高品位に、かつ高
い生産性で印刷したいというニーズに応えた新製品とし
て、10色顔料インク搭載モデル“PRO-G1”と、8色染料
インク搭載モデル“PRO-S1”の2機種を発売しました。

「観る」と「撮る」を
両方楽しめる！

国内で権威のある
カメラ・レンズ関連の

賞を受賞

プロ・ハイアマチュアの
高品位な作品づくりを

強力にサポート

シャッターチャンスを
自動で判断！

共創型
フォトハウス

オープン

体感型映像空間を
プロデュース！

※2021年の予想値は4月23日の中期経営計画発表時点のものです。
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　国内において依然として新型コロナウイルス感染症に対する感染拡大防止対策が
求められています。特に、多くの人が集まる施設や店舗においては、これまで以上に密
集を避ける取り組みの強化が急務となっています。今後は施設運営者による密集回避
の対策はもちろんのこと、施設利用者に自発的な行動を促すことも重要となっています。

社会課題社会課題

キヤノンマーケティングジャパングループが提供するソリューション  
　当社グループは、帳票処理業務のプロセスを変革することで保険関連手続きのスピード
アップを実現する「イメージ処理プラットフォーム」を構築し、クラウド型AI OCR基盤

「CaptureBrain」を連携させたデジタルワークフローシステムをお客さまに導入しました。
「CaptureBrain」との連携による読み取り精度の向上や自動化、AIによるリアルタイム学習

により、新契約・支払業務の手続き時間が削減され、年間25％のコストの削減を実現しました。

キヤノンマーケティングジャパングループが
提供するソリューション  
　このような課題に対して、当社は、カメラで撮影した高精
細画像、キヤノン独自の画像処理技術、AIを活用した変状
検知を用いることで、インフラ構造物の点検作業の効率
化を実現しました。

キヤノンマーケティングジャパングループが提供するソリューション  
　キヤノン独自のクラウド映像解析技術とネットワークカメラを活用し、公共施設や店舗な
どの混雑状況を可視化するとともに、メール通知することで密集回避を支援する“AI密集
アラート”の提供を開始。対象エリアの混雑状況を、施設運営者へリアルタイムにメールで通知し、施設利用者を誘導するなど迅速な密集回避策を実現しました。
　さらにタブレットからサイネージ表示することで、施設利用者に対して混雑時間を避けた来場を促し、密集回避を促進します。

Our Solution
社会・お客さまの課題に対する取り組み

キヤノンマーケティング ジャパングループは、
「社会・お客さまの課題をICTと人の力で解決するプロフェッ ショナルな企業グループ」として社会に貢献していきます。

私たちは、ますます高度化・多様化するITニーズにも 対応した、高付加価値ビジネスの提供を通じて、
さまざまな社会・お客さまの課題を解決し、 お客さまとともに成長してまいります。

社会・お客さまの課題の
解決に貢献する事例は
こちらでご紹介しています！

AI／OCR／手書き

クラウド型AI OCR基盤
「CaptureBrain」

イメージ処理プラットフォーム

新規申込 変更依頼

画像補正 帳票分類 文字抽出 OCR
歪み補正

ノイズ除去

文字強調

帳
票
認
識

定型

非定型

活字
OCR

非定型
OCR二値化処理

申込書 確認書類 請求書 確認書類

キヤノン入出力機器

社会 課題

社会
インフラ

感染症
対策

情報
セキュリティ

働き方
改革

環境問題

働き方や業務プロセスの変革を実現するDX※を支援！ イメージング技術とITの活用により、近接目視点検の効率化が可能に！

キヤノン独自のクラウド映像解析技術とネットワークカメラを活用し、公共施設や店舗の密集回避を支援！

キヤノン/AXIS 
ネットワークカメラ

VisualStage
Type-S

利用者

サイネージ表示サイネージ表示

AI密集
アラート

管理者

空いています やや混雑しています 混雑しています

映 像

静止画

メール通知

映像録画／画像解析

混雑状況の確認

撮影した画像から点検対象物の
ひび割れなどの劣化を検出

※DXとは、デジタルトランスフォーメーションの略です。

※入出力機器とCaptureBrainの直接連携は出来ません。

キヤノン製カメラを用いて点検対象物を撮影

　保険業界ではデジタル化が進む一方、依然として契約業務・保全業務で多くの紙帳
票が残っており、業務フロー全体の自動化や効率化が難しいことが課題となっています。
加えて、近年の社会情勢の急激な変化に対し、非対面での営業支援システムの構築や
バックオフィス業務のプロセス改善への迅速で柔軟な対応が求められています。

　橋梁やトンネルなど、現在の社会インフラ構造物は、
高度経済成長期に建設されたものが多く、今後急速
に老朽化することが予想されています。社会インフラ
構造物の点検作業は、直接対象物の近くで目視で点
検するのが基本で、時間と労力がかかる作業でした。

社会課題社会課題 社会課題社会課題

ひび割れ幅
■0.05mm未満
■0.05-0.1mm
■0.1-0.2mm
■0.2-0.5mm

　ITソリューション事業を中核とした事業ポートフォリ
オの転換を通じて、2021-2023中期経営計画の目
標は右図のとおりとしております。

　長期経営構想でも掲げたとおり、ITソリューション事業を
成長の中核と位置付け、その中でもサービス型事業モデル
を更に強化してまいります。また、これまで強みとしてきたド
キュメントソリューションもITソリューションの一環と位置付
け、お客さまの課題解決の領域を広げてまいります。

　顧客層ごとにニーズは異なるため、それぞれのニーズに
適したビジネスを展開してまいります。そして、これら創出し
たサービス型事業モデルを物販やスポットの案件で終わら
せることなく、お客さまに継続してサービスを提供できるよう、
サービス型事業モデルを構築することで、持続的な収益の
拡大に取り組みます。

　ITソリューション事業の中でも収益性の高い「保守・運用
サービス/アウトソーシング」領域を強化し、収益性の高いIT
ソリューション事業を確立します。これにより、2025年の目
標売上6,500億円のうち、ITソリューション事業による売上
が3,000億円を占めるよう目指してまいります。

中期経営計画は、長期経営構想における基本戦略に基づき、2025年ビジョンおよび経営指標の実現に向けた
実行計画として推進いたします。ここでは、中期経営計画の柱であるITソリューション事業の戦略についてご紹介いたします。

2021-2023中期経営計画　目標

2021-2023中期経営計画のご紹介

戦 略1
サービス型事業モデルによる価値貢献

戦 略2
顧客層ごとのニーズに適した
ビジネスの展開

戦 略3
収益性の高い「保守・運用サービス／
アウトソーシング」領域の強化
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顧客との共創によるDXビジネス推進
▶ 幅広いお客さまと深い業務理解・市場理解を

ベースとした、共創による社会課題解決

顧客を深く知ることによるDXビジネス推進
▶ 強みのある領域・業種・技術に焦点を当てた

Edgeソリューション

顧客とつながり続けることによるフルサポート
▶ 全国に広がるサービス拠点およびパートナー連携
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準大手・ 
中堅企業
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保守・運用サービス／
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Three-Year Management Plan (2021-2023)
2021-2023中期経営計画

ITソリューション事業 売上目標（商品・ソリューション別）

ITソリューション事業 売上目標（セグメント別）
ITソリューション事業

売上構成比率44%に！
（2023年）

作成中実績 中期経営計画
2020年 2021年（予想） 2023年（計画）

売上高 5,451億円 5,670億円 6,000億円
営業利益 313億円 340億円 400億円

営業利益率 5.7％ 6.0％ 6.7％
親会社株主に帰属する当期純利益 220億円 235億円 265億円

ROE 6.6％ 6.7％ 6.9％

今までにない写真や映像の楽しみ方のご提供にも注力し、
フォトイメージング分野のリーディングカンパニーとして
お客さまの毎日が一層豊かで楽しいものとなるように取り組んでいます。

PICK UP

2020.12
スポーツ観戦やバードウォッチング、旅行、子どものスポーツ応
援など、さまざまな場面で「観る」ことを楽しみながら、好きな瞬
間を「撮る」ことを可能にする新コンセプトの望遠鏡型カメラ

「PowerShot ZOOM」を発売しました。

2021.5
フルサイズミラーレスカメラ「EOS R5」と「EOS Rシステム」の交換レン
ズ「RF800mm F11 IS STM／RF600mm F11 IS STM」（ともに
2020年7月発売）が、カメラグランプリにおいて、それぞれ「カメラグラ
ンプリ2021あなたが選ぶベストカメラ賞」、「カメラグランプリ2021カメ
ラ記者クラブ賞」を受賞しました。多くのお客さまから支持を得ています。

2021.3
コンテンツの企画制作や空間プロデュース等を行う事業を自治体向けにスター
ト。キヤノンの技術力とクリエイターの表現力を掛け合わせることによって新し
い体験価値を作り出す新しいビジネスです。世界遺産に登録された仁徳天皇
陵等の魅力を発信するために、今年3月にオープンした「百舌鳥古墳群ビジター
センター」では体感型映像空間をプロデュース。大きすぎて地上からは見えな
い前方後円墳の特徴的な姿を地上２千メートルから見るような体験や、古墳時

代以降の堺の歴史や文化を一本の時間軸でつなげ、時間旅
行するかのような体験を約10分間に凝縮しています。

2021.4
東京・大阪のショールームが、フォトハウスとしてリニューアルしました。専門
スタッフが常駐し、お客さまとキヤノンが写真を通じて直接対話する、共創型
の新たなコミュニケーション拠点です。最新のカメラやレンズの展示のみな
らず、お客さまの表現したいイメージの具現化を、高いホスピタリティでサ
ポートします。また、数千冊の蔵書から厳選した写真集の閲覧コーナーも用
意し、どなたでも気軽に立ち寄れる開かれた空間を目指しています。
※ 新型コロナウイルス感染対策のため休業をしている場合がございます。 

ご来店の際には営業状況のご確認をお願いいたします。

2021.1
シャッターチャンスを自動で判断して撮影してくれる新コンセプ
トカメラ「PowerShot PICK」を開発。クラウドファンディングに
よるテストマーケティングを実施し、商品化を待ち望む声が多数
寄せられました。

2020.11
プロからハイアマチュアまで幅広いフォトグラファーが
撮影した写真を、作品として高画質・高品位に、かつ高
い生産性で印刷したいというニーズに応えた新製品とし
て、10色顔料インク搭載モデル“PRO-G1”と、8色染料
インク搭載モデル“PRO-S1”の2機種を発売しました。

「観る」と「撮る」を
両方楽しめる！

国内で権威のある
カメラ・レンズ関連の

賞を受賞

プロ・ハイアマチュアの
高品位な作品づくりを

強力にサポート

シャッターチャンスを
自動で判断！

共創型
フォトハウス

オープン

体感型映像空間を
プロデュース！

※2021年の予想値は4月23日の中期経営計画発表時点のものです。
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証券コード：8060

表紙写真 代表取締役社長
 足立正親

Canon MJ通信
～第54期中間報告書～ 

2021年1月1日 ▶  2021年6月30日

本社：〒108-8011 東京都港区港南二丁目16番6号

ユニバーサルデザイン（UD）の
考えに基づいた見やすいデザイ
ンの文字を採用しています。

Financial Highlights
業績ハイライト

当期より報告セグメントの区分を変更しており、以下の文章における増減に関する記載は、変更後の区分に組
み替えた前中間期との比較に基づいています。各セグメントの売上高を合計した数字は、セグメント別売上高
における「その他」の金額が含まれないため、円グラフ中央の売上高と異なります。なお、構成比率は、各セグ
メント別売上高の単純合計額を基に算出しています。
※「その他」は、コールセンターおよびBPOサービス事業ならびにセグメント間取引消去で構成されています。

（表示単位未満四捨五入）

売上高   161億円

営業利益   15億円

概 況 　産業機器事業は増加した
ものの、プロダクションプリンティ
ング事業およびヘルスケア事業の
減少により、減収となりました。

売上高   1,162億円

営業利益   73億円

概 況 　オフィスMFPおよび保守
サービスならびにレーザープリン
ターおよびカートリッジは前年同
期の減少が大きかった反動により
増加し、ITソリューションはセキュリ
ティ等が増加したため、増収となり
ました。

売上高   612億円

営業利益   67億円

概 況 　高単価なミラーレスカメラ
や交換レンズおよびインクジェット
プリンターの高付加価値モデルが
順調に伸び、在宅勤務需要の増加
に伴いPC周辺機器等のITプロダク
トが好調に推移したため、増収とな
りました。

売上高   919億円

営業利益   62億円

概 況 　オフィスMFPは前年同期
の減少が大きかった反動により増加
しました。ITソリューションは金融業
向けのSI案件等が順調に推移し、増
加しました。一方、大手企業のテレ
ワーク拡大によるプリントボリュー
ム減少によりオフィスMFPの保守
サービスが減少したこと等により、
減収となりました。

プロフェッショナル

エリア

コンスーマ

エンタープライズエンタープライズ

売上高   △103億円

営業利益   △12億円

　その他※

IRメールマガジンのご案内
IR情報をはじめ各種IRイベントや無料セミナー等の様々な情報をお送りしています。

「投資家向け情報」のトップページよりご登録ください。

売上高

2,751億円

21％6％

32％

41％

売上高・営業利益推移

5,670
（予想）

2,751

2021

6,211
5,451

3,029 2,626

20202019

■中間　■期末　 期末予想

350
（予想）

206

2021

324 313

134 131

20202019

■中間　■期末　 期末予想

売上高 営業利益

（単位：億円、単位未満四捨五入）

Top Message
トップメッセージ

強みを生かした高付加価値な
ソリューションを提供することで、
お客さまとともに発展し、
サステナブルな社会の実現に
貢献する企業グループを目指します。

　株主の皆さまには、日頃より温かいご支援を賜り、誠にあ
りがとうございます。
　本年3月に代表取締役社長に就任いたしました足立正親
です。はじめに、この度の新型コロナウイルス感染症により
亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、
罹患された方々、ご家族、関係者の皆さまに心よりお見舞い
申し上げます。また、医療関係者をはじめ、感染拡大防止に
日々ご尽力されている方々に深く感謝申し上げます。
　これまで当社は利益をしっかりと生み出す筋肉質な体制
を構築してまいりました。私もこの流れを継承しつつ、当社
グループらしい強みのある領域を今まで以上に明確に作っ
ていくことが当面の課題であると思っております。私たちの
強みを活かして多くの皆さまのお役に立っていくという決意
を込めて、本年４月にグループの５カ年計画である「 2021-
2025長期経営構想」を発表いたしました。
　今回の長期経営構想では、キヤノングループの企業理念
である「共生」の下、事業を通じて社会課題を解決し、持続的
な企業価値の向上を図る「サステナビリティ経営」の推進と、
2025年に目指す姿として「社会・お客さまの課題をICTと
人の力で解決するプロフェッショナルな企業グループ」とい
うビジョンを掲げました。
　新たなビジョンに基づき、ITソリューション事業の拡大お

よびキヤノン製品事業の収益力維持・強化により創出した
利益を、M&Aを含めた事業強化への投資や、価値の源泉で
ある人材への投資等へ再投資を行うことで好循環を作り出
し、持続的な企業価値向上を図ってまいります。
　私たちは共生の理念を大切にし、事業を通じて課題解決
に貢献することで、社会・お客さまにとって、なくてはならな
い存在になることを目指していきたいと考えております。
　当中間期における当社グループの業績は、レンズ交換式
デジタルカメラおよび主要なビジネス機器の市場改善によ
る販売拡大や、ITソリューション事業が金融業を中心に堅調
に推移していること等により、増収となりました。また、営業利
益につきましては、高付加価値な製品・サービスの売上が拡
大し、売上総利益が増加したこと等により、増益となりました。
　下期も新型コロナウイルス感染症の影響等で、不透明な
ビジネス環境ではありますが、ITソリューション事業の拡大
と、キヤノン製品事業の収益力維持・強化を引き続き進めて
まいります。
　なお、中間配当金につきましては、1株につき 30円（前中
間期比10円増額）とし、年間配当金は1株につき60円（前
期と同額）を予定しております。
　株主の皆さまには、一層のご支援とご鞭撻を賜りますよ
う、お願い申し上げます。

キヤノンマーケティングジャパン株式会社
代表取締役社長

足立 正親

　2025年時点の経営指標は右記のとおりです。
　2025年には、2020年実績連結売上のうち、
37%を占めるITソリューション事業の売上を更に
成長させて連結売上のうち、46%を占めるまで
成長させてまいります。

　キヤノン製品事業と、ITソリューション事業を組み合わせ
ることで社会課題を解決できる領域を広げ、安心安全な社
会の実現、中小企業の生産性向上による地域活性化など「事
業を通じた社会課題解決」に貢献してまいります。そして、「事
業を通じた社会課題解決」により、キヤノンMJグループの持
続的な企業価値の向上に取り組んでまいります。

　ITソリューション事業を成長の中核と位置付け、豊富な
顧客基盤を活かした営業体制の強化を進めてまいります。
キヤノン製品事業においては付加価値を向上させ、更なる
高収益化を実現してまいります。

　高収益化することで生み出した利益を、更なる成長のた
めに投資を行うことで循環のサイクルを回します。具体的に
はM&Aを含めた戦略的な事業投資、価値の源泉である人
材への投資、システムへの投資等を行ってまいります。

2021-2025 長期経営構想 経営指標

営業利益 500億円
売上 6,500億円
うち、ITソリューション事業売上 3,000億円
ROE 8.0%

社会・お客さまの課題をICTと人の力で解決するプロフェッショナルな企業グループ

2025年ビジョンを実現するための３つの基本戦略

経営資本強化による、好循環の創出

2021-2025長期経営構想スタート！

Long-Term Management Objective (2021-2025)
2021-2025長期経営構想

2025年ビジョン

「選択と集中」の継続的実行
収益性収益性

▶ ITソリューション事業を成長の中核
とし、サービス型事業モデルを拡充
していく

▶ ドキュメントソリューションも
ITSの一つであり、ITSの成長が
キヤノン製品事業の成長にも繋がる

▶ ITS事業と連動するデバイスとして
の戦略を強化する

▶ 徹底した効率化により利益を
創出する

▶ 産業機器事業拡大を推進する
▶ 柱となる新たな事業の創出に向け

領域の探索を行う

成
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性

成
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性
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専門領域・
新たな事業

キヤノン
製品事業

ITS
事業

各事業の組み合わせ

ITソリューション事業

キヤノン製品事業

映像文化による豊かな暮らし映像文化による豊かな暮らし

ホワイト物流ホワイト物流

フードロスフードロス

働き方改革働き方改革

生産性向上生産性向上

安心・安全な
社会
安心・安全な
社会

事業を通じた社会課題解決による、持続的な企業価値の向上

高収益企業グループの実現

キヤノン
製品事業

IT
ソリューション

事業

技術力ブランド
財務体質顧客基盤

人 材

システム
投資
システム
投資

人材投資
（獲得）
人材投資

（獲得）
人材投資
（育成）

人材投資
（育成）

事業投資
（M&A含む）

事業投資
（M&A含む）3

事業を通じた社会課題解決による、
持続的な企業価値の向上1 高収益企業グループの実現2

足立社長による
長期経営構想・
中期経営計画の
説明動画が
ご覧いただけます。

※ITSとは、ITソリューションの略です。

サステナビリティ
経営の推進
事業を通じた

社会課題解決による、
持続的な企業価値の向上

世界の繁栄と
人類の幸福のために
貢献すること、

そのために企業の成長と
発展を果たすこと

※2021年の予想値は7月27日の中間決算発表時点のものです。
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